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1. はじめに

来場者が一万人を超えるようなイベントとして音楽
フェスが知られている．音楽フェスでは嗜好の多様性
が存在している．その理由の一つとして，音楽フェス
には多くのアーティストが交代で演奏という点が挙げ
られる．複数のアーティストのファンが，同じ場所に
集まって音楽フェスを楽しんでいる．ここで，各アー
ティストのファンの嗜好の違いから，不快な思いや怪
我等の問題が発生する場合がある．問題を解決するた
めにARで賑わいを可視化する研究が知られている [1]．
本研究では，音楽フェスにおける多様な嗜好を支援す
るために拡張現実感技術（AR技術）を用いて同じ嗜
好を持つ集団の可視化を実現する．本稿では，本シス
テムの設計および試作について述べる．

2. 音楽フェスとその課題
2. 1 音楽フェスとは
音楽フェスとは様々なアーティストが出演して野外
や屋内で行われる音楽イベントのことである．近年音
楽フェスも多様化しており一つの会場に 5万人以上を
動員する大型のフェスもあればいくつもの会場を借り
るサーキット型の音楽フェスもある．本システムでは
典型的な音楽フェスとして図 1に示すような横 80m ×
縦 60mの会場かつ来場者が 1万人ほどの音楽フェスを
想定する．

2. 2 音楽フェスにおける嗜好の多様性と課題
一方で音楽フェスにおける問題点の一つとして聴衆
の嗜好の多様性があげられる．前述した通り音楽フェ
スには多くのアーティストが出演する．つまり，それぞ
れのアーティストのファンが同じ会場で音楽を楽しむ．
例えば，あるアーティストのファンは大人しく見て
合いの手を入れて楽しんだりする．一方，人々が輪を
広げて一斉にその中心に走り体をぶつけ合うモッシュ
と言われる激しい嗜好を持っているファンもいる．こ
のように違った嗜好を持っている人々が同じ会場に集
まっている．音楽フェスにおいて嗜好の違いにより，聴
衆が楽しむことができないことがあり，また不快な思
いや怪我をすることがある．
本研究では同様の嗜好を持つ人を同じ場所に集める
ことができれば嗜好の違いに邪魔されることなくなる
のではないかと考えた．本研究では同じ嗜好を持つも
のを同じ場所に集めることを ARで支援するというシ
ステムを提案する．また，本稿では同じ嗜好を持つ集
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図 1: 音楽フェスの会場図

団をサークルと呼ぶ．同じ嗜好を持った人々が偶発的
ではなく自発的に集まることを自発的形成という．

3. ARによるサークル自発的形成支援システム
3. 1 ARを用いたサークルの自発的形成支援
サークルの自発的形成支援とは同じ嗜好を持ってい
る人たちが同じ場所に自ら集まることを支援すること
である．今回のサークルの自発的形成には，同じ嗜好
を持つものが会場のおよそどのあたりに存在するのか
を聴衆が知る手段を用意すればよいと考えた．
サークルの自発的形成を支援するために，潜在的な
サークルの情報（サークルの種類と規模）を AR技術
を用いて可視化することにした．具体的には，サークル
の種類とサークルが占有すると予想される領域を，AR

技術を用いて実空間上に重畳表示することとした．こ
れにより，特定のサークルへの参加者は，その場所に
行くことができる．また，特定のサークルを避けたい
聴衆も，その場所を避けることができる．さらに異な
るサークル同士の空間的な衝突を見積もることができ
るようになる．
本システムの機能は，1)サークルの作成，2)サーク
ルへの参加, および 3)サークルの可視化の 3点である．
1)のサークルの作成とは，サークルを作りたい人が自
分の位置に ARオブジェクトを出現させて他の人に自
分の位置とどういったサークルを作成するか知らせる
ことである．2)のサークルへの参加とは，サークルが
できている場所に集まることである．3)のサークルの
可視化とは，ARオブジェクトを用いてサークルの嗜
好，位置，規模の三点をカメラを通じて AR表示する
ことである．具体的にどのような ARオブジェクトで
サークルの情報を示すかはこの後の実行例で説明する．

3. 2 実装
システム構成図を用いて，1)サークルの作成，2)サー
クルへの参加, および 3)サークルの可視化を説明する．
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図 2: システム構成図

1)サークルの作成の流れを説明する．サークル作成
ボタンを押すとクライアントの位置情報管理部より緯
度経度，AR表示部より ARワールド座標とその区域
に対応する ARWorldMap が送信される．また Blue-

toothBeacon(以降 BBと略す)が利用できる範囲であ
れば Bluetoothの情報をサーバの位置情報管理部に送
信する．サーバでは BBの情報は BB情報に格納する．
ユーザ情報に ARWorldMapと緯度経度と ARワール
ド座標を格納する．また，サークルの情報としてサーク
ルの位置も必要になるのでサークル情報というデータ
ベースに位置情報も格納する．サークルの情報はサー
クルオブジェクト設定部で設定する．そこでどういっ
たサークルかという情報（何を目的としたサークルな
のか，サークルの参加人数）をサークルオブジェクト設
定部で設定をしてサーバのサークル管理部に渡す．そ
の情報をサークル情報に格納する．
2)サークルへの参加, および 3)サークルの可視化を
説明する．まずはサーバのサークル管理部からサーク
ルの情報をサークル情報から取得してクライアントの
サークルオブジェクト表示部へ送信する．サークルオ
ブジェクト表示部へ送信されたサークルの情報からAR

オブジェクトを形成する．また，それぞれのサークル
の位置情報と ARWorldMapをサーバの位置情報管理
部からクライアントの位置情報管理部へ送信する．送
信された位置情報から ARオブジェクトを設置する位
置を決めて AR表示する．聴衆はカメラを通じて AR

オブジェクトを確認することでサークルの可視化が実
現できる．サークルの可視化では，サークルの位置と
規模を可視化する．具体的にはサークルの位置と規模
を円で表す．円の中心はサークルの作成者の位置とす
る．円の半径　 r =

√
n/(2.083π p)とする．ここで

n はシステムを使用しているサークルの参加者であり
dは会場の人口密度である．pはシステムの利用率であ
る．また，聴衆が ARオブジェクトをタップするとそ
のサークルの情報が表示される．参加するボタンを押
すとそのサークルへ参加することとなりサークル情報
のデータベースに入ってるサークルの参加人数が増え
る．また，今回位置情報の取得とAR表示するにあたっ
ては Apple社が提供する Core Location, ARKitを利
用した．
図 3は本システムの実行例である．図 3左はステー

図 3: 実行例

ジから 10m離れた場所からステージを見ている状況で
あり，図 3右はステージの近くに移動した例である．図
3の円柱はサークルの中心を表し，円柱の上の円盤は，
サークルの規模を表しており，サークルの位置と範囲
が可視化されている．これにより，聴衆はサークルへ
の参加やサークルの回避が可能になる．

4. 考察

本システムでは ARを用いてサークルの形成を支援
しそのサークルに対する規模を可視化することで他の
サークルとの干渉を起こさないようにする支援方法を
提案した．実験してみた結果，本来 ARオブジェクが
設置される位置と実際に ARオブジェクトが設置され
た位置の誤差は 1mほどであり，またサークルの規模
を示す円盤も人の多さに対応して大きくなった．しか
し，実際に音楽フェスのような人口密度が高い場所で
使うと緯度経度の取得がうまくいかないことが想定さ
れる．また，多くの人が本システムを使用して ARオ
ブジェクトが重なってしまったときの表示方法も多く
の人が使う上での課題となる．

5. おわりに

本稿では音楽フェスにおける多様な楽しみ方を考慮
した自発的形成を支援するために AR技術を活用する
方法を提案した．具体的には，同じ嗜好を持つユーザ
を同じ場所に集めるために，同じ嗜好を持つユーザの
集合であるサークルを AR技術により実空間上に可視
化する．これにより，ユーザがサークルに集まること
や避けることを支援した．本システムは音楽フェスの
楽しみ方の多様性を実現しつつ，音楽フェスにおける
安全性の向上に貢献することが期待される．
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